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研究成果の概要（和文）：ベトナム北部山岳地帯のHang Cho遺跡（13000-12000年前、狩猟採集）、中国最南部
のHuiyaotian遺跡（9000-7000年前、狩猟採集）、ベトナム北部沿岸部のMan Bac遺跡（3800-3500年前、初期農
耕文化の並行期）、ハロン湾島嶼部のCai Beo遺跡（4000-3500年前、ハロン文化）から出土した動物群の動物考
古学的調査を実施した。その結果、1）更新世末期から新石器時代の初めにかけて周囲の環境を利用した多彩な
哺乳類狩猟が展開されていた、2）後期新石器時代におけるイノシシ属の家畜利用開始に伴い、哺乳類狩猟の多
様性が低下した、などを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：The zooarchaeological investigation was conducted on animal remains 
excavated from the Hang Cho site in the mountainous area of northern Vietnam (13,000-12,000 years 
ago, hunter-gathering), the Huiyaotian site in Guangxi, China (9,000-7,000 years ago, 
hunter-gathering), the Man Bac site on the northern coast of Vietnam (3,800-3,500 years ago, 
parallel to early agricultural culture), and the Cai Beo site on the islands of Halong Bay (4,000-3,
500 years ago, Halong culture). Our results revealed that: 1) a variety of mammal hunting activities
 were developed from the late Pleistocene to the early Neolithic period, taking advantage of various
 surrounding environments; and 2) the diversity of mammal hunting decreased with the domestication 
of the boar in the Late Neolithic.

研究分野：人類学、考古動物学

キーワード： 東南アジア　初期農耕　狩猟採集　家畜　動物考古学

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
東南アジア大陸部はイノシシ属の家畜利用が開始された地域の一つと考えられているが、そのプロセスと家畜利
用開始期の生業の様相は明らかではなかった。本研究は、家畜が出現するより前の社会では遺跡周辺の環境に適
応した多角的な狩猟が行われていたのに対し、家畜利用の開始に伴い相対的に生業における狩猟活動の比重と多
様性が低下したことを明らかにした。また、研究手法に関し、DNA分析や安定同位体分析などの理化学的方法で
は良好な結果を得ることが難しく、温暖なベトナムの動物骨の研究において骨の形態学的分析が高い有効性を持
つことを確認した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 食糧資源や使役動物などとして利用することのできる経済的に有用な動物の家畜化は、農耕
の開始と並ぶ人類史上の重要なイベントである。東南アジア大陸部は、ブタやニワトリの家畜文
化が開花した地域の一つと考えられているが、その開始時期とプロセスは明確ではなかった。近
年のベトナムおよび中国南部の広西チワン族自治区において、日本・ベトナム・中国などの研究
者で構成された調査隊により、狩猟採集段階から初期農耕段階の複数の遺跡が発掘された。それ
らの発掘では、出土物の帰属層位や年代が妥当性の高い方法で確認され、フルイを用いた微小遺
物の採取もなされたことで、資料価値の高い動物骨資料が多く収集された。この新しい出土動物
資料群を精緻な動物考古学的手法で分析することで、東南アジア大陸部における家畜化プロセ
スの総合的な解明が可能になると考えた。 
 
２．研究の目的 
 更新世末期の狩猟採集段階から後期新石器時代の初期農耕段階にわたるベトナムおよび広西
チワン族自治区の遺跡出土動物骨を資料として、種組成変化の分析・形態学的分析・DNA解析・
安定同位体食性分析・年代測定を実施し、この地域における家畜化の歴史を明らかにすることを
目的とした。とりわけ、東南アジア大陸部の初期家畜として重要なイノシシ属に重点を置き、家
畜化の端緒を探索した。 
 
３．研究の方法 
（1）資料 
 ベトナム北部山岳地帯の Hang Cho 遺跡（更新世末期、ホアビン文化、狩猟採集）、中国の広西
チワン族自治区の Huiyaotian 遺跡（9000-7000 年前、初期新石器時代、狩猟採集）、ベトナム北
部沿岸部の Man Bac 遺跡（3800-3500 年前、後期新石器時代、初期農耕文化の並行期）、ハロン
湾島嶼部の Cai Beo 遺跡（4000-3500 年前、後期新石器時代、ハロン文化）から出土した動物群
を調査の主対象とした。 
（2）同定と種組成の解明 
 各遺跡における出土動物群の組成の特徴を明らかにするため、骨学的検討に基づいて種と部
位を同定し、年齢推定と性別判定を実施した。 
（3）形態学的分析 
 出土したイノシシ属（イノシシ／ブタ）の歯冠形態とヤケイ属（セキショクヤケイ／ニワトリ）
の四肢骨形態について、距離計測および幾何学的形態計測を実施した。 
（4）理化学的分析 
 出土イノシシ属の古 DNA 解析と炭素・窒素安定同位体食性分析、および出土動物資料の AMS 法
による放射性炭素年代測定を実施した。 
 
４．研究成果 
（1）遺跡別にみた出土動物群の種組成およびイノシシ属の形態学的特徴 
 Hang Cho 遺跡（更新世末期、狩猟採集）の出土動物相は哺乳類を主体とし、カメ類、少数の
鳥類と淡水産魚類が含まれていた。哺乳類では、ジャコウネコ類、ヤマアラシ類、サル類、イノ
シシ属、シカ類、ウシ類など 9目 23種を認めたが、組成比が突出して高い種は見当たらなかっ
た（図 1）。Huiyaotian 遺跡（初期新石器時代、狩猟採集）の出土動物相も哺乳類を主体とする
が、種構成ではシカ属やキョンといった中型のシカ類が約半数を占め、その他は少数のアナグマ
類、大型の齧歯類、サル類、イノシシ属、ウシ類などであった。なお、Huiyaotian 遺跡の発掘で
はフルイが用いられておらず、小型の動物種については発掘時のサンプリングエラーで見落と
されている可能性がある。Hang Cho と Huiyaotian の出土動物相は、狩猟採集段階において、周
囲の様々な環境を利用した多彩な哺乳類狩猟が営まれたことを物語っている。 
 Man Bac 遺跡（後期新石器時代、初期農耕文化の並行期）の出土動物相は、クロダイ、サメ・
エイ類、バラマンディ、ナマズ類など 4目 7種の海産魚類と 5目 10種の哺乳類で構成されてい
た。豊富な魚類の出土は、内陸に位置する Hang Cho 遺跡や Huiyaotian 遺跡と異なり、海岸から
遠くない Man Bac 遺跡の立地環境を反映したものと思われる。哺乳類では特にイノシシ属の出
土数が多く、NISP の比においてイノシシ属は哺乳類の 7 割以上を占めていた。イノシシ属に強
く偏る Man Bac 遺跡の哺乳類組成は、狩猟採集段階の Hang Cho 遺跡や Huiyaotian 遺跡の動物
相と明らかに異なっており、哺乳類狩猟の多様性が低下していたことがうかがえた。Man Bac 遺
跡のイノシシ属には 1歳以下の幼齢が多く、家畜の可能性が高いと考えられた。Man Bac 遺跡よ
り古い時期の遺跡では、家畜イノシシ属が確認されておらず、Man Bac 遺跡の出土イノシシ属は
この地方の最初期の家畜イノシシ属に相当する可能性がある。他方、Man Bac 遺跡と時期が重な
るハロン湾の Cai Beo 遺跡（後期新石器時代、ハロン文化期）からは、イルカ類などの海生哺乳
類や魚骨が多く出土したものの、イノシシ属の出土は少なく、この時代のイノシシ属利用が地域
により異なっていたことがうかがわれた。また、Man Bac 遺跡からは 1点であるがヤケイ属の骨



が確認された。現在、このヤケイ属が野生のセキショクヤケイなのか家畜のニワトリなのかを明
らかにすべく、分析を進めている。 
 イノシシ属の臼歯の歯冠計測値を検討したところ、現代の野生イノシシ属は、現代の在来系の
家畜イノシシ属（ブタ）より明らかに大きい傾向を認めた。Hang Cho 遺跡と Man Bac 遺跡のイ
ノシシ属の臼歯の歯冠サイズは、現代の野生イノシシとほぼ同等であった（図 2）。家畜と推測
された Man Bac 遺跡のイノシシ属の形態的特徴が野生イノシシのそれに類似していたことから、
同遺跡のイノシシ属が野生から家畜になって間もない時期、すなわち家畜利用の初期段階に相
当すると推測した。 
 
（2）理化学的分析結果 
 Hang Cho 遺跡の出土動物骨から、30点以上の試料を採取して AMS 法による放射性炭素年代測
定を試みたが、コラーゲンの保存がきわめて不良で、年代値を得られなかった。しかしながら、
出土した複数のカニの爪からは年代値が得られ（較正年代で 13000-12000 年前）、出土動物群の
帰属時期を明らかにすることができた。この年代測定結果は、Hang Cho 遺跡から出土した石器
群の年代観と矛盾しない。 
 Man Bac 遺跡から出土した人骨の人類学的研究から、Man Bac 遺跡には在来系の集団と北から
移動してきた集団が混在していたとみなされている。Man Bac 遺跡より古いベトナムの遺跡から
は家畜に比定されるイノシシ属が見つかっておらず、Man Bac におけるイノシシ属の家畜利用は
北方から移動してきた集団がもたらした可能性がある。Man Bac 遺跡の出土イノシシ属が、Man 
Bac 周辺の野生イノシシを家畜化したものなのか、それとも北方からヒトの移動に伴って持ち込
まれた家畜だったのかを明らかにするため、Man Bac 遺跡および Hang Cho 遺跡の出土イノシシ
属について DNA の抽出と安定同位体食性分析を試みたが、分析に成功した資料は皆無であった。
これらの年代測定および理化学的分析の結果から、温暖で湿潤な気候にあるベトナムの先史時
代の動物骨から放射性炭素年代や DNA の良好なデータを得ることは困難であること、年代測定
においては骨以外の資料を用いて測定を実施すべきであることが推察された。この知見は同時
に、東南アジアの動物考古学的研究において、形態学的研究法が依然として重要であることを示
唆している。 
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